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　　　　　　　役員の一部改選について
　第16回通常総会が4月22日に開催され、役員の一部改選があり、休会された野口理事の
後任に島田泰三氏が理事に選任されました。また、従来協会の窓口として活躍された守安
事務局長が家庭の事情から監事に選任されたことに伴い、田中理事が事務局長に選任さ
れました。
　事務局長の交代によって、事務所所在地が次の通り変更になりました。
　　　　　所在地　　　船橋市三山８丁目２３番９
　　　　　　　　　　　　　　ダイアパレス津田沼　けやき通りライトスクエア２０５号室  田中宅
　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人　船橋レクリエーション協会　事務局
　　　　　電話番号（ファックス兼用）　　　　０４７－４７６－５０７６
　　　　　　　　　　　　　　事務局長（田中）の携帯番号　　　　０９０－３２４８－８０３７

　　　　　　事務局のe-メール　　　npofunarec@npofunarec.ec-net.jp

東葉健康ウオークの下見をしました。

　安全・安心な行事運営に向けて、5月27日に開催
される東葉健康ウオークのコースを５月14日にス
タッフの目で確認してきました。自動車の交通量が
多いなど横断に気を付けなければならない箇所に
は主催者側でガードマンを配置する予定となってい
ますが、そのほか4か所にスタッフを配置し、参加者
がスムーズにゴールインできるように調整しました。
　コース中間には、佐久間牧場直営のアイスクリー
ム店があり、アイスクリームを食べて休憩しました。

御瀧山不動尊

佐久間牧場



春のきらゆめが雨で中止
　５月１３日開催を予定していた本町商店街連合組合主催の「春のきらゆめ」が全国的な天
候不順により中止になりました。今回の企画は市政80周年とアンデルセン公園ができて21
年目になるということで、当協会では、巨大な「アンデルセンすごろく」を作るとともに、アンデ
ルセンに関係する的を作成して参加者が制作したゴム鉄砲での射的を行う企画で頑張りま
したが、非常に残念でした。秋のきらゆめで同じ企画で商店街の活性化にも寄与したいと思
います。

チャンバラ合戦に挑戦

　5月20日に西部公民館の講堂でチャンバラ合戦を
しました。
　元気いっぱいの子どもたちが集まり、体に付けた風
船を落とすルールで汗をかきました。
　傘入れのビニール袋に空気を入れた剣を振り回和
すのに夢中になり、剣が割れてしまったり、相手の勢
いの負けて場外に出てしまったりと、男と子も女の子
も大声を出してはしゃぎまわり、父兄も飛び入り参加
し童心に帰って楽しいひと時を過ごしました。

　　(注)　　チャンバラ合戦は、スポーツチャンバラとは異なる
　　　　　レクゲームで、当協会で考案したあそび心を誘う楽し
　　　　　いゲームで、子供のころに遊んだチャンバラをより
　　　　　安全性を優先したものに改良しました。



 当協会は、特定非営利活動法人になって15年を経過し、平成28年度当初の会員数は、加盟団体14団体、個
人会員54名となっているが、数年前から個人会員の高齢化とスタッフの固定化が進み、協会事業運営における
人材の活用が課題となっている。
　これを受けて今年度は、会員の潜在的スキルを発掘し、行事を通じてボランティア活動のおもしろさを体験し
てもらいたいとの狙いから「行事リーダー制」の導入を試行したが、思うような成果は得られなかった。
　今後は会員それぞれが独自に培ってきたスキルを活用し、当日スタッフとして行事に参加してもらうだけでな
く、積極的に行事を企画してもらえる人材の育成のあり方を検討する。また、団体の会員の力も借りて、スタッフ
自身も楽しむことができる行事運営を実現することを目指したい。 （第16回通常総会資料「運営上の課題」）

西武船橋店での「船橋 あそびの達人 こども教室」

船橋船橋店では、毎月第1日曜日と第３日曜日の午後２時から３時に同店７階

の子供服エリア 遊びの広場前で、両親と買い物に来た子どもたちを対象に簡

単なクラフトに挑戦してもらっています。この企画は子どもたちに好評で、毎回来

てくれる子どももいます。

次回の６月４日は「牛乳パックキュービック」作りに挑戦です。

６月６月以降の当面の行事は、別紙のとおりで

す。の
スタッフとして、企画担当として、また、参加者として当協会の事

業目的である社会教育の推進・子どもの健全育成ための活動等に

ボランティアとして一緒に活動しませんか。

今年度から、募集人員を限定せず、協力いただける会員と一

緒に「スタッフも楽しめる行事運営」を目指します。皆さんのスキル

を持ち寄り、より楽しいボランティア活動を楽しみ、地域の活性化に



ウオークラリー大会の下
見をしました。

　６月４日の本番に備
え、５月２１日にコマ図の
最終確認と観察ゾーン
での問題を考えるため、
下見をしてきました。
観察ゾーンの問題は、あ
まり難しいのも不評で、
簡単すぎては点数に開
きが出ないことになるの
で、毎回苦労していま
す。

塚田公民館での練習日
　　　　　　（いづれも１２時～１５
時）
　 　   ６月１１日（日）、１８日（日）、２５日（日）
　　　７月２日（日）、１６日（日）、２３日（日）
　　　８月１３日（日）、２０日（日）

青少年会館での練習日
　　　　　　（いづれも９時～１２時）
　　　６月１１日（日）、２５日（日）

加盟団体の一つ『船橋市ユニカール
協会』の活動状況を紹介します。

　会員数は２３人で、塚田公民館と青少年会館で活動をしていま
す。
　今回は、塚田公民館での練習風景をご紹介します。５月２１日の１
５時からの開催となったことから、参加者は少なめですが、準備体
操としてラジオ体操をして体をほぐした後、チーム分けして練習試
合をします。
　ユニカールは、カーリングの体育館版でストーン数は各チーム三
個と少ないですが、特殊カーペットの上をプラスチックのストーンを
滑らし、センターサークルに近い色のストーンの数が点数になり、６
ゲーム１セットでの合計点で勝敗を決めます。ストーンでセンター
サークルへの道をふさいだり、すでに滑らしたストーンを利用してい
かに自分のチームのストーンをセンターサークルに近づけるかを競
うゲームで、ストーンの配置によって作戦を考えなければなりませ
ん。
　いくら練習をしても思ったところにストンを置くことができない場合
が多ですが、自分では失敗したと思っても結果オーライになることも

観察ゾーンにて


